
 

 

 

 

 

 

愛川ふれあいの村 今月の風景 

202３年５月 自然のたより 
 

 

 

 

 

 

 

 

テイカカズラの花 アカスジキンカメムシ 久しぶりに現れたノウサギ 

 

   

アカボシゴマダラ幼虫 産卵中のアカシジミ ラミーカミキリ ヨツモンカメノコハムシ 

 

 

 

 

ウンモンスズメ カワラヒワ 囀るキビタキ ハクセキレイ子育て中 

 

 

 

 

アカハラがやってきた リュウキュウサンショウクイ コジュケイ アオゲラ飛翔 

樹々の緑が目に美しい季節になりました。秋には紅葉する村内のイチョウ、トウカエデ、メタセコイアなども、

今は萌えるような緑の葉をたたえています。まさに初夏の趣です。 

暖かくなるにつれて、多くの生き物たちの活動も活発になってきました。シカやタヌキのフンも多くみられます。

昨年も村を訪れて私たちを楽しませてくれたキビタキの姿も見られるようになりました。色々な生き物たちの様々

な営みが見られるふれあいの村は、今、多くの生命に溢れています。（袖山） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

生き物 ★アオスジアゲハとハルジオン★        

しらかば棟の近くに群生しているハルジオンに、蜜

を求めてアオスジアゲハが遊びに来ていました。飛翔力

が高く、スピーディーなこの蝶は『ちょうちょ』の歌さ

ながらに花から花へとせわしなく飛び回り、食事を楽し

んでいるようでした。 

動きが早いのでじっくり観察するのがなかなか難し

い種ではありますが、あまりの羽の美しさに、こちらは

時を忘れて見惚れてしまいました。透き通った美しいグ

ラデーションの青色の羽。 

実は、都市公園にもアオスジ 

アゲハは生息しています。 

見かけた際は、ぜひゆっくり 

観察してください。（小島） 

 

 

 

 
 

 
 

 

旬     ★ 山 椒 ★      

山椒はミカン科の植物で、花、実、葉、木の皮すべてが

食べられます。愛川ふれあいの村には、「サンショウ」「カ

ラスザンショウ」「イヌザンショウ」の 3種類があります。

「サンショウ」の若葉は木の芽と呼ばれ料理に添えられ、

実は香辛料として使われます。「カラスザンショウ」は同

じ山椒でもあまり食用にしないようですが、アゲハチョウ

などの食草になります。カラスが実を好んで食べることか

らこの名がついたようです。「イヌザンショウ」は食用に

はなりますが、サンショウと比べ葉や実の香りに乏しいこ

とからこの名があるようです。 

旬の「サンショウ」を見分けら 

れるよう、香りや見た目の違いを 

知っていると良いですね。（住友） 

来
月
の
見
ど
こ
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ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
何
処
へ 

６
月
は
環
境
月
間
で
す
。
地
球
を
取
り
巻

く
環
境
問
題
が
、
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
地
球
温
暖
化
は
、
世
界
の
共
通
課
題
と

な
り
色
々
な
試
み
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

人
間
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
で
各
国
が
無
駄
な
戦

争
に
費
や
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
こ
そ
今
見
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
だ
と
言
え
ま
す
。
そ
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は
生
物
多
様
性
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も
影
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し
て
い
ま
す
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村
の
池
で
久
し
ぶ
り
に
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ

ル
の
産
卵
が
あ
り
ま
し
た
。
卵
隗
は
、
十
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
、
多
く
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク

シ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
変
態
し
た
ヒ
キ
ガ
エ

ル
の
子
は
陸
を
目
指
し
て
い
き
、
池
の
淵
が

真
っ
黒
に
な
り
ま
し
た
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池
に
い
る
魚
が
食

べ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
な
り

ま
す
。
案
の
定
、
大
き
な
鯉
が
来
て
パ
ク
っ

と
一
飲
み
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
鯉
は
違

和
感
が
あ
っ
た
の
か
泳
ぎ
な
が
ら
そ
れ
を
吐

き
出
し
ま
し
た
。
観
察
会
の
日
は
雨
模
様
の

予
報
が
外
れ
み
ん
な
で
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
上
陸

を
見
ま
し
た
。
こ
ん
な
小
さ
な
生
き
物
も
生

き
る
た
め
の
工
夫
を
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
何
処
へ
行

く
の
だ
ろ
う
。
人
間
も
本
当
に
賢
い
と
思
え

る
知
恵
を
発
揮
し
た
い
も
の
で
す
。（
吉
田
） 

 

 

 

トピックス★2022-2023冬鳥の渡り★      
 

昨年 10月 21日にジョウビタキの渡りを確認

し、4月 27日に村からツグミが北へ旅立つまで

の半年間の愛川ふれあいの村の冬鳥の渡りの状況

を総括してみたいと思います。村へやって来た冬

鳥は、これに加えて、アオジ、シメ、ルリビタ

キ、カシラダカ、アトリ、シロハラの８種類でし

た。今季の特徴はまず、ツグミの渡りが遅かった

こと。例年は 11月末には来ていたのに、初めて

姿を見たのは 1月 19日でした。渡りの初期には

数も少なかったですが、3月に入ると数を増し多

い時は 40羽を超えるツグミがグランドを走り回

っていました。また、アトリが極端に少なかっ

た。例年はほぼ毎日観察できていたのに、今季は

1度 1羽きりの出会いしかありませんでした。ア

トリは年によって大きく渡りの数が異なるので、

来季に期待したいところ。人気の高いルリビタキ

は観察できましたが今季も４回と少ない。他の５

種類はほぼ例年並みでした。そして、残念ながら

昨季に続きマヒワには出会えませんでした。どん

な理由で遅れたり、数が少なかったり、全く姿を

消すのか分かりませんが、野鳥たちは環境の変化

にとても敏感です。（高梨） 
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